
五

月

例

会

御

案

内

〔令
和
元
年
.
通
纂

三
八
六
回
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時

代

を

刷

新

す

る

会

。
五
脚
+
諜
日
訥
月
)
±

時
半
入
館
可
三

午
4

後
二
時
半

参
議
院
賛

会
露

下

一
階
旦

・
三
会
墜

講

題

プ

ー
チ

ン
大

統

領

の
動

向

分
析

、

日

本

の
対

応

は

?

。
講
当
肺
例
謙

ヒ
護

鈴

り
峯

舩
齢

ッ
欝

蕪

警

誓

の
韓
国
・
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
・

わ
鐘

諄

彫

彊

粥
濠
鵠

醤

齪

震

勉
露

騙

轄

護

燵

彗

ド
ソ
ン
研
究
所
の

上

級

研

究

員

と

し

て

、

国

際

関

係

の
分

析

を

し

て
お

ら

れ

ま

す

磯

村

順

二

郎

先

生

が

、

ち

ょ
う

ど

在

日

し

て

お

ら

れ

ま

す

十

三

日

(
月

)

に

、

お

時

間

を

割

い

て

い

た
だ

き

ま

し

た

。

あ
籍

咽
礪

鷲

麩

聖

練
解
巖

蠕

嚇
警

ア
の
動
向
に
っ
い
て
、
虫.
重
な
分
析
藤

鱒
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は
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、

非

会

員

五
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・
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五

月

十

日

(
金

)

ま

で

に

、

出

欠

の

御

連

絡

賜

り

た

く

。

 

○

御

報

告

ハ
ノ

イ

に
お

け

る

米

朝

首

脳

会

談

が

不

成

功

と

な

り

、

帰

国

後

の
金

正

恩

は

核

開

発

と

ミ

サ

イ

ル
施

設

再

建

へ

動

い

て

い
ま

す

。

ま

た

韓

国

の
文

在

寅

は

戦

時

中

の
徴

用

工

に
対

す

る

賠

償

を

日
本

企

業

に
執

行

す

る
反

日
政

策

を

強

行

し

つ

つ
あ

り

、

東

ア
ジ

ア
情

勢

は

混

迷

と

危

険

に
傾

い

て

お

り

ま

す

。

そ

う

し

た

折

な

の

で
、

去

る

四
月

十

七

日

(
水

)

の
月

例

講

話

会

は

、

『
韓

国

、

北

朝

鮮

ど

う

な

る

、

混

迷

す

る

東

ア
ジ

ア
情

勢

』

と

題

し

て
、

重

村

智

計

先

生

(
朝

鮮

半

島

問

題

研

究

の
専

門

家

、

早

稲

田

大

学

名

誉

教

授

、

現

東

京

通

信

大

学

教

授

)

に
御

講

話

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

そ

の
要

点

を

記

し

ま

す

と

、

ま

ず

、

北

朝

鮮

の
実

力

と

し

て
、

G

D

P

は

韓

国

の
3

分

の

一
程

度

の
約

一
兆

円

、

国

家

予

算

は

韓

国

の
百

分

の

一
程

度

で
約

八

〇
億

円

、

石

油

輸

入

量

は

わ

ず

か

七

〇
万

ト

ン
程

度

な

の

で
、

戦

争

で
き

る

状

態

に
な

い
。

米

朝

第

二

回

目

の
首

脳

会

談

が

な

ぜ

決

裂

し

た

の

か

?

は

、

ト

ラ

ン
プ

の
主

張

が

、

①

核

兵

器

や

化

学

兵

器

の
廃

棄

、

②

核

施

設

工

場

の
破

壊

、

③

核

査

察

の
受

入

れ

、

④

核

科

学

者

の
追

放

、

で
あ

り

、

そ

の
す

べ

て

が

行

わ

れ

た

後

に
制

裁

解

除

す

る

、

と

い
う

も

の

で
あ

っ
た

が

、

実

務

者

会

議

で
、

こ
れ

ら

条

件

が

、

金

正

恩

に

は

伝

え

ら

れ

て

い
な

か

っ
た

よ

う

で
、

ト

ラ

ン
プ

か

ら

こ

の
条

件

を

突

き

つ
け

ら

れ

て
、

金

正

恩

は

何

も

言

え

な

く

な

り

、

ト

ラ

ン
プ

へ

「
時

間

を

く

れ

」

と

い

い
、

ト

ラ

ン
プ

も

多

少

の
猶

予

を

与

え

た

よ

う

で
あ

る

。

そ

こ

で

、

そ

の
後

の
金

正

恩

の
言

動

を

み

る

と

、

秋

ま

で

に
、

朝

中

首

脳

会

談

、

朝

ロ
首

脳

会

談

、

そ

し

て
、

南

北

首

脳

会

談

を

考

え

て

お

り

、

ま

た
、

そ

れ

ま

で

に

ト

ラ

ン
プ

と

の
間

で
制

裁

解

除

の
空

気

を

作

ろ

う

と

し

て

い
る

よ

う

に

見

え

る

。

ま

た

、

金

正

恩

は

、

「
核

兵

器

の
廃

棄

」

に

猛

反

対

し

て

い

る
軍

勢

力

を

抑

え

る

べ
く

、

こ
れ

ま

で

の
軍

主

導

か

ら

党

主

導

へ
と

移

行

す

る

こ

と

に
全

力

を

挙

げ

よ

う

と

し

て

い
る

よ

う

に
思

わ

れ

る

等

々

の
御

解

説

が

あ

っ
た

。

な

お

、

米

韓

関

係

は

、

四

月

十

一
日

の
米

韓

首

脳

会

談

は

僅

か

数

分

間

で
あ

り

、

そ

こ
か

ら

、

ト

ラ

ン
プ

は

、

文

在

寅

を

「
北

朝

鮮

の
手

先

」

と

考

え

て

見

捨

て

て

お

り

、

経

済

状

況

も

悪

く

、

末

期

的

状

態

に
あ

る

等

々
解

説

さ

れ

、

重

村

先

生

の
す

ば

ら

し

い
分

析

力

に
、

一
同

感

銘

い

た

し

ま

し

た

。

(
清
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記

)

▽

「
時

代

を

刷

新

す

る

会

」

と

は

「
何

事

も

人

類

・
国

民

の

た

め

に

な

る

こ
と

は

、

時

代

を

先

取

り

し

て
、

積

極

的

に
取

り

組

も

う

」

と

の
趣

旨

で
、

昭

和

五

十

六

年

、

岸

信

介

元

総

理

に

よ

っ
て
創

設

さ

れ

た

シ

ン
ク

タ

ン
ク

で
す

。

晩

年

の
岸

信

介

元

総

理

が

そ

う

で
あ

っ
た

よ

う

に
、

超

党

派

・
超

派

閥

で
、

真

に
国

を

憂

え

る
有

志

に
よ

っ
て
構

成

さ

れ

て

い
ま

す

。

八

つ

の
部

会

と

、

五

～

六

の
委

員

会

が

あ

り

、

こ

れ

ま

で

に
百

三

十

七

本

の
要

請

書

を

時

の
政

府

に
提

出

し

て

い
ま

す

。

第

二

代

会

長

は

、

木

村

睦

男

元

参

議

院

議

長

、

第

三

代

会

長

は

櫻

内

義

雄

元

衆

議

院

議

長

、

第

四

代

会

長

の
塩

川

正

十

郎

元

財

務

大

臣

は

、

九

十

歳

を

機

に
辞

任

。

第

五

代

会

長

代

行

と

し

て

、

江

ロ

一
雄

元
衆

議

院

議

員

。

そ

の
後

、

平

成

二

十

七

年

四

月

か

ら

、

第

六

代

会

長

代

行

と

し

て
、

岸

信

夫

衆

議

院

議

員

・
元

外

務

副

大

臣

、

前

議

員

運

営

委

員

会

理

事

、

現

在

は

衆

議

院

安

全

保

障

委

員

長

が

引

き

続

き

就

任

し

て
お

り

ま

す

。
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